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登
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／

松
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タ
カ
ト
〕(
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ジ
ェ
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塩
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鎮
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…
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…
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ェ
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李
小
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野
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…
…
…
留
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4
9
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…
…
…
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…
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…
…
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留
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加
藤
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6
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
樹
莉
の
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親
／
小
料
理
屋
板
前

前
藤

静
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3
3
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
樹
莉
の
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（
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藤
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(
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ん
」
の
酔
客

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー



○
前
話
リ
プ
ラ
イ
ズ※

断
片
的
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
（
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
）
。

音
声
は
抑
圧
的
な
ノ
イ
ズ
と
巨
獣
の
咆
哮
の
み
。

▼
暴
れ
る
ヴ
ィ
カ
ラ
ー
ラ
モ
ン

▼
叫
ぶ
タ
カ
ト
、
留
姫
、
ジ
ェ
ン
。

▼
メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン
の
咆
哮
。

▼
ヴ
ィ
カ
ラ
ー
ラ
モ
ン
の
量
子
分
解

▼
マ
ク
ラ
モ
ン
に
連
れ
去
ら
れ
る
ク
ル
モ
ン

。

溶
暗

○
明
治
通
り
／
数
日
後
／
午
後

花
園
神
社
の
蝉
時
雨
れ
。

タ
カ
ト
「
（
モ
ノ
／
淡
々
と
）
僕
た
ち
の
町

」

ヴ
ィ
カ
ラ
ー
ラ
モ
ン
に
よ
り
ズ
タ
ズ
タ
に
な
っ
た
明
治
通
り
。

巨
獣
が
分
解
し
た
三
叉
路
は
ク
レ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

タ
カ
ト
「
（
モ
ノ
）
僕
た
ち
の
世
界

」

テ
レ
ビ
の
中
継
車
が
そ
こ
こ
こ
で
レ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

平
和
な
青
い
空

。
数
機
の
取
材
ヘ
リ
。

と

、
ヴ
ィ
カ
ラ
ー
ラ
モ
ン
が
侵
攻
し
た
明
治
通
り
の
上

空
に
、
ゾ
ー
ン
・
テ
キ
ス
チ
ャ
ー
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
裂
け
目

が
陽
光
に
反
射
し
た
か
の
様
に
蜃
気
楼
の
如
く
現
出
。

タ
カ
ト
「
（
モ
ノ
）
僕
た
ち
の
知
ら
な
い
世
界

」

し
か
し
、
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う
。

□
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

○
松
田
家
／
夜
／
居
間
（
以
下
、
音
声
は
オ
フ
処
理
）

俯
い
て
座
っ
て
い
る
タ
カ
ト
。

相
対
し
て
座
り
険
し
い
顔
で
問
い
詰
め
て
い
る
父
親
。

立
ち
上
が
っ
て
激
情
を
ぶ
つ
け
て
い
る
母
親

。

タ
カ
ト
は
た
だ
黙
っ
て
い
る
。

１



タ
カ
ト
「
（
モ
ノ
）
僕
は
、
と
っ
て
も
親
不
孝
だ
」

○
中
央
公
園
西
端
／
治
水
工
事
現
場
入
り
口

○
同
／
内
ト
ン
ネ
ルオ

レ
ン
ジ
の
照
明
に
浮
か
ぶ
、
ギ
ル
モ
ン
の
影
。

ギ
ル
モ
ン
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
進
ん
で
き
て
、
小
首
を
傾
げ

ギ
ル
モ
ン
「
…
…
（
こ
こ
に
は
無
い
や
）
」

ト
ン
ネ
ル
内
に
、
か
つ
て
あ
っ
た
『
ゾ
ー
ン
』
は
無
い
。

出
て
い
く
ギ
ル
モ
ン
。

○
夜
の
新
宿
／
東
口
繁
華
街

何
事
も
無
か
っ
た
か
の
様
に
、
人
で
賑
わ
う
街
。

ビ
ル
と
ビ
ル
の
間
の
暗
が
り
を
、
影
を
引
い
て
素
早
く
移
動

す
る
レ
ナ
モ
ン
。

○
ビ
ル
の
屋
上

給
水
塔
脇
に
来
て
、
見
回
す
レ
ナ
モ
ン
。

レ
ナ
モ
ン
「
…
…
」
こ
こ
に
は
無
い
、
と
去
る
。

○
留
姫
の
部
屋

沈
痛
に
見
つ
め
て
い
る
祖
母
。

留
姫
の
母
親
、
留
姫
の
肩
を
抱
い
て
泣
き
じ
ゃ
く
っ
て
い
る
。

留
姫
は
困
惑
し
て
い
る
。
母
の
気
持
ち
、
判
る
か
ら
。

留

姫
「

」窓
外
の
暗
い
空
を
見
上
げ
る
。
（
音
声
オ
フ
こ
こ
ま
で
）

○
李
家
の
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン

２



秋
の
虫
の
声
が
包
ん
で
い
る
。

ノ
ッ
ク
の
音
。

○
鎮
宇
の
部
屋

二
台
の
大
型
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、L

i
n
u
x

上
で
蛋
白
質
組

成
解
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
動
作
中
。
ド
ア
に
振
り
向
く
鎮
宇
。

テ
リ
ア
モ
ン
を
頭
に
乗
せ
た
ジ
ェ
ン
が
立
っ
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
「

お
父
さ
ん
…
…
」

鎮

宇
「

ア
ー
ク
を
見
せ
て
く
れ
な
い
か
」

ジ
ェ
ン
「

デ
ジ
ヴ
ァ
イ
ス
の
事
？
」

ジ
ェ
ン
、
父
親
の
近
く
に
行
っ
て
Ｄ
ア
ー
ク
を
見
せ
る
。

受
け
取
っ
た
鎮
宇
、
撫
で
な
が
ら

鎮

宇
「

未
来
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ア
ー
ク
で
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ン
ス
タ

ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し
た
り

」

テ
リ
ア
モ
ン
、
耳
を
ぴ
ょ
ん
と
上
げ
る
。

鎮

宇
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
ど
ん
な
物
語
や
知
識
も
引

き
出
せ
る
様
に
な
る

。
私
た
ち
は
そ
う
夢
想
し
て
い
た
」

鎮
宇
、
Ｄ
ア
ー
ク
の
ボ
タ
ン
を
操
作
。

ぶ
ん
。
円
形
の
仮
想
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
開
く
。

鎮

宇
「

（
微
笑
）
テ
リ
ア
モ
ン
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
な
あ
に
？
」

鎮

宇
「
夢
で
見
た
も
の
が
、
現
実
に
そ
こ
に
存
在
す
る
。
そ
う
い
う
驚
き

や
喜
び
、
君
た
ち
に
も
判
る
の
か
な
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
…
…
」

鎮
宇
、
Ｄ
ア
ー
ク
を
ジ
ェ
ン
に
返
し

鎮

宇
「
誰
か
は
判
ら
な
い
が
、
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ン
ス
タ
ー
を
飛
躍
的
に
進

化
さ
せ
、
ア
ー
ク
を
現
実
に
出
現
さ
せ
た
…
…
。

若
い
時
の
世
界
中
の
仲
間
が
今
、
再
び
集
ま
っ
て
力
を
合
わ
せ
て

い
る
。
も
う
、
君
た
ち
子
ど
も
に
危
険
な
戦
い
を
さ
せ
た
く
な
い
」

ジ
ェ
ン
「
（
俯
く
）

ぼ
く

」

パ
タ
パ
タ
と
ス
リ
ッ
パ
の
音
が
廊
下
か
ら
し
て

小

春
「
お
と
ー
さ
ー
ん
」

ぱ
っ
、
と
耳
を
硬
直
さ
せ
る
テ
リ
ア
モ
ン
。

小
春
、
テ
リ
ア
モ
ン
の
耳
を
引
っ
張
り
な
が
ら

３



小

春
「
お
母
さ
ん
が
ス
イ
カ
切
っ
た
よ
ー
。
食
べ
よ
食
べ
よ
ー
。
テ
リ
ア

モ
ン
も
食
べ
る
ー
？
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
…
…
」

鎮

宇
「
判
っ
た
よ
小
春
。
今
行
く
」

小
春
、
ス
キ
ッ
プ
し
な
が
ら
出
て
い
く
。

ジ
ェ
ン
「

お
父
さ
ん
、
僕
…
…
」

鎮

宇
「
（
微
笑
）
は
っ
き
り
言
葉
で
言
え
る
時
に
言
い
な
さ
い
。
さ
あ
、

ス
イ
カ
を
食
べ
よ
う
」

立
ち
上
が
り
ド
ア
へ
向
か
う
鎮
宇
。

ジ
ェ
ン
「
…
…
（
呟
く
）
今
じ
ゃ
な
い
と
…
…
」

○
小
料
理
屋
「
縄
の
れ
ん
」
（
樹
莉
の
親
の
店
）

中
か
ら
酔
客
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

酔

客
「
お
っ
、
樹
莉
ち
ゃ
ん
勉
強
か
い
？
」

○
同
／
店
内

二
階
か
ら
降
り
て
き
た
樹
莉
、
客
に
に
っ
こ
り
。

樹

莉
「
お
じ
さ
ん
こ
ん
ば
ん
は
」

厨
房
の
夫
婦
、
チ
ラ
と
樹
莉
を
見
て

父

親
「
店
に
降
り
て
く
る
な
っ
て
」

樹

莉
「
う
ん
。
ち
ょ
っ
と
」

樹
莉
、
冷
蔵
庫
を
開
け
、
ジ
ュ
ー
ス
の
パ
ッ
ク
を
出
す
。

○
二
階
／
樹
莉
と
弟
の
部
屋

暗
い
部
屋
に
入
っ
て
く
る
樹
莉
。
二
段
ベ
ッ
ド
の
下
で
眠
っ

て
い
る
幼
い
弟
。
そ
っ
と
顔
を
覗
い
た
樹
莉
、
窓
へ
向
か
う
。

○
屋
根
の
上

壁
に
も
た
れ
、
店
舗
の
屋
根
の
上
に
座
っ
て
い
る
レ
オ
モ
ン
。

そ
の
脇
に
、
犬
ミ
ト
ン
が
出
て
き
て

４



樹

莉
「
わ
ん
」

レ
オ
モ
ン
「
…
…
」
店
舗
の
屋
根
に
降
り
る
樹
莉
。

レ
オ
モ
ン
に
並
ん
で
座
り
、
ジ
ュ
ー
ス
を
渡
す
。

樹

莉
「
は
い
、
レ
オ
モ
ン
様
」

レ
オ
モ
ン
「
様
は
よ
せ
」

樹

莉
「
（
ク
ス
ク
ス
）
は
い
は
い
」

横
に
座
る
樹
莉
。
住
宅
街
の
屋
根
の
向
こ
う
に
、
高
層
ビ
ル
。

レ
オ
モ
ン
、
ジ
ュ
ー
ス
の
匂
い
を
嗅
い
で
、
警
戒
し
な
が
ら

少
し
飲
む
。

樹
莉
、
Ｄ
ア
ー
ク
を
掌
で
包
み
な
が
ら

樹

莉
「

レ
オ
モ
ン
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
い
た
の
？
」

レ
オ
モ
ン
「

ど
う
、
と
言
わ
れ
て
も
」

樹

莉
「
こ
の
世
界
と
は
、
全
然
違
う
ん
で
し
ょ
？
」

レ
オ
モ
ン
「
（
ビ
ル
を
見
つ
め
）
違
う
。
で
も
、
似
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
」

樹

莉
「

あ
た
し
た
ち
、
そ
こ
に
行
く
の
。
探
検
に
行
く
の
。
凄
い
事

よ
こ
れ
っ
て
。
だ
っ
て
誰
も
そ
ん
な
と
こ
ろ
、
行
っ
た
事
無
い
ん

だ
も
の

」

懸
命
に
自
己
を
奮
い
立
た
せ
よ
う
と
、
強
が
る
樹
莉
。
し
か

し
言
葉
尻
は
微
か
に
震
え

、
唇
を
噛
ん
で
俯
く
。

レ
オ
モ
ン
、
じ
っ
と
樹
莉
を
見
つ
め

、
手
を
触
れ
よ
う

と
し
て

、
そ
の
手
を
下
げ
る
。

レ
オ
モ
ン
「

私
が
今
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。
そ
う
だ
ろ
う
？

樹
莉
」

樹
莉
、
目
を
ま
ん
丸
く
し
て
レ
オ
モ
ン
を
見
つ
め
る
。

樹

莉
「
（
微
笑
）
そ
う
…
…
、
あ
た
し
が
あ
な
た
の
テ
イ
マ
ー
。
だ
か
ら

お
願
い
が
あ
る
の
…
…
」

レ
オ
モ
ン
「

」

タ
カ
ト
の
声
先
行
オ
フ
「
（
小
声
）

ど
う
し
て
も
、
見
つ
か
ら
な
い
？
」

○
タ
カ
ト
の
家
／
居
間

電
気
の
消
え
た
部
屋
で
う
ず
く
ま
っ
て
受
話
器
を
持
ち

タ
カ
ト
「

そ
っ
か
。
判
っ
た
、
あ
り
が
と
う
。
明
日
は
僕
も
探
す
。
大

丈
夫
。
き
っ
と
見
つ
か
る
よ
」

５



○
留
姫
の
家
／
廊
下子

機
を
耳
に
当
て
、
壁
に
も
た
れ
て
い
た
留
姫
。

留

姫
「
う
ん

。
そ
ん
じ
ゃ
」

ツ
ー
、
ツ
ー
。
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
。

留

姫
「

（
小
さ
く
吐
息
）
」

廊
下
の
暗
が
り
に
立
つ
レ
ナ
モ
ン
。

レ
ナ
モ
ン
「
ヴ
ィ
カ
ラ
ー
ラ
モ
ン
の
影
響
も
、
そ
ろ
そ
ろ
消
え
て
き
て
い
る
。

早
く
『
入
り
口
』
を
見
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
」

留

姫
「
そ
う
だ
ね

」

レ
ナ
モ
ン
「

留
姫
」

留

姫
「
何
」

レ
ナ
モ
ン
「
私
は
留
姫
に
行
か
せ
た
く
な
い
。
我
々
デ
ジ
モ
ン
だ
け
で
行
く

べ
き
だ
。
あ
そ
こ
は
我
々
の
世
界
な
の
だ
か

（
ハ
ッ
）
」

廊
下
の
向
こ
う
に
立
っ
て
い
る
留
姫
の
祖
母
・
聖
子
。

留

姫
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
…
…
」

や
や
狼
狽
し
た
レ
ナ
モ
ン
、
下
が
ろ
う
と
し
て

聖

子
「
待
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
」

レ
ナ
モ
ン
「

」

聖

子
「

（
微
笑
）
こ
の
家
、
あ
た
し
好
き
じ
ゃ
な
く
っ
て
ね
。
旧
い

ば
っ
か
り
で
、
陰
気
で
、
こ
ん
な
家
、
真
っ
先
に
出
て
や
る
、
っ

っ
て
、
あ
た
し
が
留
姫
く
ら
い
の
歳
の
時
に
は
思
っ
て
た
わ
よ
」

留

姫
「
…
…
」

聖

子
「
だ
っ
て
、
ま
る
で
何
か
出
そ
う
じ
ゃ
な
い
、
こ
の
家
（
悪
戯
っ
ぽ

く
笑
い
）
」

留

姫
「
知
っ
て
た
の
？

レ
ナ
モ
ン
の
事
」

聖

子
「

お
狐
様
が
留
姫
を
護
っ
て
く
れ
て
い
る
、
て
い
う
の
と
も
、

ち
ょ
っ
と
違
う
み
た
い
ね
」

レ
ナ
モ
ン
「

（
深
く
頭
を
垂
れ
）
レ
ナ
モ
ン
と
申
し
ま
す
。
ず
っ
と
こ

こ
に
世
話
に
な
っ
て
い
な
が
ら
失
礼
の
段
、
お
許
し
下
さ
い
」

聖

子
「
（
微
笑
）
レ
ナ
モ
ン
さ
ん
て
い
う
の
。
と
て
も
美
し
い
姿
だ
わ
」

レ
ナ
モ
ン
「

」

留

姫
「

マ
マ
に
は
絶
対
判
っ
て
貰
え
な
い
…
…
」

６



聖

子
「
あ
の
子
は
超
現
実
的
だ
け
ど

(

苦
笑)

、
で
も
、
時
間
を
か
け
て

ち
ゃ
ん
と
話
せ
ば
聞
い
て
く
れ
る
と
思
う
わ
」

留

姫
「

時
間
が
、
も
う
、
無
い
の
」

聖

子
「

危
な
い
事
、
し
な
い
で
」

留

姫
「
！

」

聖

子
「
こ
れ
は
、
勝
手
な
あ
た
し
の
希
望
」

留

姫
「

」

聖

子
「
だ
け
ど
、
レ
ナ
モ
ン
さ
ん
が
留
姫
を
護
っ
て
く
れ
て
い
る
。
そ
う

な
ん
で
し
ょ
？

だ
っ
た
ら
あ
た
し
は
安
心
…
…
」

レ
ナ
モ
ン
「

私
の
命
に
代
え
て
、
留
姫
様
は
お
護
り
し
ま
す
」

ハ
ッ
と
レ
ナ
モ
ン
を
見
つ
め
る
留
姫
。
目
が
潤
ん
で
い
る
。

聖

子
「
（
寂
し
そ
う
に
笑
み
）

お
願
い
、
し
ま
す
（
頭
を
下
げ
る
）
」

留

姫
「

ご
め
ん
、
な
さ
い
…
…
」

○
淀
橋
小
学
校
付
近
／
朝

坂
道
の
多
い
入
り
組
ん
だ
路
地

。

登
校
途
中
の
ヒ
ロ
カ
ズ
が
、
ケ
ン
タ
が
、
そ
こ
こ
こ
を
覗
い

て
回
っ
て
い
る
。

○
中
央
公
園
／
ギ
ル
モ
ン
・
ホ
ー
ム
前

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
、
お
は
よ
ー
！
」

ホ
ー
ム
に
駆
け
込
ん
で
い
く
。

○
ギ
ル
モ
ン
・
ホ
ー
ム
内

タ
カ
ト
「
あ
れ
…
…
（
不
安
）
ギ
ル
モ
ン
…
…
？
」

無
人
の
そ
こ
に
佇
む
タ
カ
ト
。

と
、
反
響
を
伴
っ
た
ギ
ル
モ
ン
の
声
。

ギ
ル
モ
ン
「
（
オ
フ
）
タ
カ
ト
ー
」

タ
カ
ト
「
？
」

ギ
ル
モ
ン
が
掘
っ
た
縦
穴
を
覗
き
込
む
タ
カ
ト
。
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タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ー
ン
！
」

５
ｍ
程
の
縦
穴
。
そ
の
底
で
ギ
ル
モ
ン
が
見
上
げ
て
い
た
。

ギ
ル
モ
ン
「
こ
っ
ち
降
り
て
き
て
よ
」

タ
カ
ト
「
え
？
」縦

穴
の
底
か
ら
、
ギ
ル
モ
ン
の
背
程
の
横
穴
が
伸
び
て
い
る
。

降
り
て
き
た
タ
カ
ト

タ
カ
ト
「
こ
ん
な
に
掘
っ
ち
ゃ
っ
て
。
ど
う
し
た
の
さ
ギ
ル
モ
ン
」

ギ
ル
モ
ン
「
見
て
み
て
よ
」

タ
カ
ト
「
見
て
っ
、
て
…
…
」

ギ
ル
モ
ン
が
差
し
伸
ば
し
た
爪
、
量
子
化
し
、
ぼ
ん
や
り
と

な
っ
て
い
る
。

タ
カ
ト
、
ハ
ッ
と
な
っ
て
爪
の
先
、
横
穴
を
覗
き
込
む
。

タ
カ
ト
「
あ
っ
！
」
穴
の
奥
、
１
０
ｍ
先
に
、
小
型
の
ゾ
ー
ン
。

ギ
ル
モ
ン
「
こ
こ
に
あ
っ
た
ん
だ
よ
。
ギ
ル
モ
ン
が
住
ん
で
る
と
こ
に
あ
る

な
ん
て
び
っ
く
り
で
し
ょ
」

タ
カ
ト
「

（
呟
く
）
ほ
ん
と
に
、
び
っ
く
り
だ
…
…
」

カ
メ
ラ
、
ゾ
ー
ン
の
中
へ

○
ゾ
ー
ン
内

光
と
闇
の
マ
ー
ブ
ル
、
混
沌
の
世
界
（
イ
メ
エ
ジ
）
。

凄
ま
じ
い
速
度
で
視
点
移
動
。

現
れ
て
は
消
え
る
、
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
内
の
点
描
（
は

っ
き
り
と
見
え
な
い
）
。

遠
く
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
マ
ク
ラ
モ
ン
の
嬌
声
。

ク
ル
モ
ン
を
抱
い
た
マ
ク
ラ
モ
ン
が
高
速
で
降
下
し
て
い
く
。

ク
ル
モ
ン
「
く
る
る
～
～
～
～
っ
！
」

混
沌
。

四
肢
を
ダ
ラ
ン
と
伸
ば
し
、
ゆ
っ
く
り
と
下
降
し
て
い
く
イ
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ン
プ
モ
ン
。

イ
ン
プ
モ
ン
「
（
薄
目
を
開
け
）

俺
は

何
が
間
違
っ
て
た
ん
だ
ろ

う
…
…
。
強
く
な
り
た
い
、
そ
う
思
う
事
が
い
け
な
い
の
か
？

俺
は

、
所
詮
た
だ
の
デ
ー
タ
…
…
、
こ
っ
ち
の
世
界
が
お
似

合
い
っ
て
事
か
よ
…
…
。
情
け
ね
ぇ
な
…
…
」

混
沌
に
消
え
る
イ
ン
プ
モ
ン
の
姿

。

○
淀
橋
小
学
校
／
教
室

蜩
の
声
。

奈
美
、
黙
々
と
国
語
の
教
科
書
を
朗
読
し
て
い
る
。

タ
カ
ト
、
強
い
顔
で
窓
外
を
見
つ
め
て
い
た
。

ノ
ー
ト
に
は
落
書
き
。
稚
拙
な
異
世
界
の
図
。
「
ク
ル
モ
ン
」

「
進
化
」
「
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ル
ド
」
等
の
文
字
。

と
、
脇
に
立
つ
奈
美
。

タ
カ
ト
「
（
ハ
ッ
）
」

奈

美
「
そ
ん
な
に
あ
た
し
の
授
業
、
つ
ま
ら
な
い
？

退
屈
？
」

タ
カ
ト
「

」

奈

美
「
タ
カ
ト
君
は
い
い
の
よ
、
そ
れ
で
も
。
だ
け
ど
あ
た
し
が
困
る
の
。

学
力
テ
ス
ト
で
あ
た
し
の
ク
ラ
ス
の
平
均
点
下
げ
ら
れ
る
の
は
」

タ
カ
ト
「

ご
め
ん
な
さ
い
」

奈

美
「

放
課
後
、
反
省
文
書
い
て
。
（
背
を
向
け
教
壇
へ
向
か
い
）

い
い
加
減
し
っ
か
り
し
て
よ
、
五
年
に
も
な
っ
て

」

樹

莉
「
（
オ
フ
）
先
生
」

奈
美
、
振
り
向
く
。

樹

莉
「
（
立
ち
上
が
り
）
あ
た
し
も
落
書
き
を
し
て
い
ま
し
た
」

タ
カ
ト
「
！
」
樹
莉
は
真
っ
直
ぐ
奈
美
を
見
つ
め
て
い
る
。

タ
カ
ト
「
加
藤
さ
ん
…
…
」

と
ヒ
ロ
カ
ズ
も
立
つ
。

ヒ
ロ
カ
ズ
「
俺
も
落
書
き
し
て
ま
し
た
」

ケ
ン
タ
「
（
立
ち
）
あ
、
す
い
ま
せ
ん
僕
も
…
…
」

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
と
混
乱
す
る
奈
美

奈

美
「
（
怒
気
）
い
い
わ
よ
！

あ
な
た
た
ち
全
員
廊
下
に
出
て
！

反
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省
文
も
書
き
な
さ
い
！
」

○
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室

テ
レ
ビ
か
ら
小
さ
く
ニ
ュ
ウ
ス
音
声
（
背
景
オ
フ
扱
い
）
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「

情
報
省
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
局
が
発
表
し
た
、
新
宿

に
大
規
模
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
デ
ジ
モ
ン
、
と
呼
ば
れ
る
巨
大

疑
似
生
命
体
の
出
現
は
突
発
的
な
事
で
あ
り
、
継
続
す
る
事
は

無
い
と
い
う
声
明
は
、
予
算
委
員
会
で
野
党
か
ら
の
攻
撃
を
受

け
、
国
会
は
現
在
混
乱
中
で
す
。
事
態
を
重
く
見
た
内
閣
は
、

責
任
追
求
を
す
る
と
共
に
対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
幹
事
長
が

談
話
を
発
表
し
て
い
ま
す
」

ワ
イ
シ
ャ
ツ
姿
で
、
ベ
ッ
ド
脇
に
腰
を
下
ろ
し
、
力
無
く
窓

外
を
見
つ
め
て
い
る
、
山
木
（
サ
ン
グ
ラ
ス
を
し
て
い
る
）

山

木
「
…
…
」

P
a
l
m

機
横
に
置
か
れ
た
携
帯
。
小
さ
く
呼
び
出
し
音
が
鳴
る
。

山
木
、
出
な
い
。

ツ
ー
、
ツ
ー

。
沈
黙
す
る
携
帯
。

麗
花
の
声
「
こ
れ
か
ら
、
ど
う
す
る
の
？
」

寝
室
ド
ア
の
横
に
立
つ
、
部
屋
着
の
麗
花
。

山

木
「

人
間
に
出
来
る
事
な
ど
、
も
う
、
な
い
ん
だ
…
…
」

麗

花
「
（
眉
を
顰
め
）
そ
う
い
う
事
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
あ
な
た
が
こ
れ
か

ら

」

山

木
「
人
に
出
来
る
事
…
…
」

山
木
、
パ
ー
ム
を
手
に
す
る
。

麗

花
「
聞
い
て
る
の
？
」

山
木
、
ボ
タ
ン
を
片
手
で
操
作
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
起
動
。

カ
ー
ド
を
横
ス
ク
ロ
ー
ル
さ
せ
て
い
き

タ
カ
ト
と
ギ
ル
モ
ン
の
画
像
。

山

木
「

（
思
案
）
」

○
教
室

タ
カ
ト
、
樹
莉
、
ヒ
ロ
カ
ズ
、
ケ
ン
タ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
席
で
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黙
々
と
反
省
文
を
書
き
つ
け
て
い
る
。
蝉
の
声
が
高
ま
る
。

○
廊
下
／
職
員
室
前礼

を
し
て
出
て
き
た
四
人
。
廊
下
に
は
ジ
ェ
ン
が
待
っ
て
い

た
。
五
人
、
揃
っ
て
歩
き
出
す
。

○
職
員
室

テ
ス
ト
の
採
点
を
し
て
い
た
奈
美
、
疲
れ
て
赤
ペ
ン
を
放
る
。

奈

美
「
（
嘆
息
）
」

視
線
を
脇
の
ノ
ー
ト
へ
。

奈

美
「

」反
省
文
、
と
題
さ
れ
た
タ
カ
ト
の
字
。

横
目
で
斜
め
読
み
始
め
る
奈
美
。

タ
カ
ト
「
（
モ
ノ
）
い
つ
も
先
生
の
授
業
、
つ
ま
ら
な
い
訳
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
。
で
も

」

奈

美
「
（
不
機
嫌
そ
う
）
」

タ
カ
ト
「
（
モ
ノ
）
僕
た
ち
は
明
日
か
ら
学
校
を
お
休
み
し
ま
す
。
反
省
文

じ
ゃ
な
く
て
、
欠
席
届
け
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
す
み
ま
せ
ん
」

奈
美
の
表
情
、
サ
ッ
と
変
わ
っ
て
、
次
の
ノ
ー
ト
を
見
る
。

樹

莉
「
（
モ
ノ
）
誰
も
行
っ
た
事
の
な
い
世
界
に
出
発
し
ま
す
」

も
ど
か
し
げ
に
次
の
ノ
ー
ト

ヒ
ロ
カ
ズ
「
（
モ
ノ
）
俺
た
ち
が
行
か
な
い
と
、
も
っ
と
大
変
な
事
が
起
こ

っ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
し

」

ケ
ン
タ
「
（
モ
ノ
）
テ
ス
ト
の
平
均
点
、
僕
が
い
な
い
と
下
が
っ
ち
ゃ
う
か

も
し
れ
な
い
け
ど

」

奈

美
「
（
小
さ
く
）

何
よ
…
…
」

○
校
庭
／
正
門
前

歩
き
出
よ
う
と
し
て
い
る
五
人
。

奈

美
「
（
オ
フ
）
待
っ
て
！

待
ち
な
さ
い
！
」

立
ち
止
ま
り
振
り
向
く
五
人
。
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ス
リ
ッ
パ
の
ま
ま
息
を
切
ら
し
て
駈
け
て
く
る
奈
美
。

タ
カ
ト
「

先
生
」

奈

美
「
（
息
絶
え
絶
え
）
何

、
こ
れ
何
な
の
？

あ
な
た
た
ち

」

タ
カ
ト
「
言
い
た
い
事
は
、
全
部
書
き
ま
し
た
」

奈

美
「

デ
ジ
モ
ン
と
一
緒
に
い
た
子
ど
も
た
ち
っ
て

」

テ
リ
ア
モ
ン
「
（
ジ
ェ
ン
の
肩
越
し
に
）
ぼ
く
の
事
ぉ
？
」

奈

美
「
（
絶
句
）
」

樹

莉
「
先
生
、
勝
手
な
事
し
て
ご
め
ん
な
さ
い
。
で
も
、
黙
っ
て
学
校
お

休
み
す
る
の
、
良
く
な
い
し
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
夏
休
み
の
間
に
行
け
れ
ば
良
か
っ
た
ん
だ
よ
な
」

ケ
ン
タ
「
そ
ん
な
都
合
良
く
い
か
な
い
っ
て
」

奈

美
「

（
激
し
く
）
い
い
加
減
に
し
て
よ!

!
!
!

」

黙
る
五
人
。

奈

美
「
（
混
乱
）
何
よ

、
自
分
た
ち
だ
け
勝
手
に
決
め
て

あ
た

し
は
先
生
よ
？

そ
う
で
し
ょ
？

そ
ん
な
、
子
ど
も
が
勝
手
に

旅
な
ん
て
、
そ
ん
な
の
家
出
じ
ゃ
な
い
よ
！

そ
ん
な
事
あ
た
し

あ
た
し
に
何
で
話
し
て
い
く
の
よ
！

あ
た
し
関
係
無
い
の

に

あ
た
し
が
何
て
言
わ
れ
る
と
思
っ
て

」

タ
カ
ト
「

明
日
の
朝
、
出
発
し
ま
す
。
お
父
さ
ん
達
に
は

、
こ
れ

か
ら
話
し
ま
す
。
だ
か
ら

、
明
日
ま
で
先
生
、
黙
っ
て
て
く

だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
」

奈

美
「
（
顔
を
ぐ
じ
ゅ
ぐ
じ
ゅ
に
崩
し
て
）

何
よ
ぉ
…
…
」

樹

莉
「
先
生

、
ホ
ン
ト
に
ご
め
ん
な
さ
い
。
先
生
を
悲
し
ま
せ
た
く

な
い
…
…
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
も
ー
ま
ん
た
い
も
ー
ま
ん
た
い
」

奈

美
「
え
…
…
？
」

ジ
ェ
ン
「
無
問
題
。
問
題
な
い
で
す
。
僕
た
ち
は
、
絶
対
に
帰
っ
て
き
ま
す
」

タ
カ
ト
達
、
一
礼
し
て
、
門
を
出
て
い
く
。

奈

美
「

あ
た
し
は
、
何
な
の
…
…
？
」

○
ギ
ル
モ
ン
・
ホ
ー
ム
前
／
夕
方

留
姫
も
加
わ
っ
た
六
人
の
子
ど
も
と
ギ
ル
モ
ン
達
が
い
る
。

留

姫
「
こ
ん
な
と
こ
に
あ
っ
た
と
は
ね
」

１２



ジ
ェ
ン
「
ギ
ル
モ
ン
、
出
発
す
る
ま
で
こ
こ
に
近
づ
か
な
い
方
が
良
い
ね
」

ギ
ル
モ
ン
「
う
ん
、
判
っ
て
る
」

ケ
ン
タ
「
あ
～
、
親
に
何
て
言
お
う
、
っ
て
い
う
か
言
え
な
い
な
ぁ
…
…
」

樹

莉
「
ち
ゃ
ん
と
お
話
し
し
な
き
ゃ
、
駄
目
（
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
）
」

ケ
ン
タ
「
う
ん
…
…
」

留

姫
「
（
ヒ
ロ
カ
ズ
ら
に
）
あ
ん
た
た
ち
は
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
な
い
。
来

な
い
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
…
…
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
（
む
っ
）
俺
た
ち
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
に
パ
ー
ト
ナ
ー

を
探
し
に
行
く
っ
て
い
う
目
的
も
あ
る
ん
だ
。
な
」

ケ
ン
タ
「
う
ん
」

タ
カ
ト
「

明
日
の
朝
、
６
時
に
こ
こ
に
集
ま
ろ
う
。
向
こ
う
の
世
界
が

ど
う
な
っ
て
る
か
、
全
然
判
ん
な
い
け
ど
、
食
べ
物
と
か
出
来
る

だ
け
準
備
し
て
お
こ
う
」

頷
く
全
員
。

タ
カ
ト
「

じ
ゃ
あ

、
明
日
」

手
を
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
立
ち
去
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
。

残
っ
た
タ
カ
ト
と
ギ
ル
モ
ン
。

タ
カ
ト
「

（
深
呼
吸
）
さ
あ
、
行
こ
う
ギ
ル
モ
ン
」

ギ
ル
モ
ン
「
う
ん
？
」

○
ま
つ
だ
ベ
ー
カ
リ
ー
店
内

買
い
物
を
し
て
い
た
主
婦
が
出
て
い
く
。

美

枝
「
毎
度
ー
」
主
婦
、
タ
カ
ト
ら
と
す
れ
違
い
時
に
ギ
ョ
ッ
と
す
る
。

美

枝
「
（
息
を
呑
み
）

な
っ
、
何!

?

そ
れ!

!
!
!

」

タ
カ
ト
「
お
母
さ
ん
…
…
」

美

枝
「
た
、
タ
カ
ト!!

あ
ん
た
っ
て

」

奥
か
ら
飛
び
出
し
て
く
る
剛
弘
。

剛

弘
「

（
愕
然
）
こ
れ
…
…
」

ギ
ル
モ
ン
「

タ
カ
ト
ぉ
…
…
」

タ
カ
ト
「
こ
れ
は
ギ
ル
モ
ン
、
僕
が
考
え
た
デ
ジ
モ
ン
な
ん
だ
。
僕
が
考
え

た
デ
ジ
モ
ン
が
、
本
当
に
こ
の
世
界
に
現
れ
て
く
れ
た
。
今
は
、

僕
の
大
切
な
友
達
」
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剛

弘
「
（
呟
く
）
段
ボ
ー
ル
…
…
」

美

枝
「
な
っ
、
何
な
の
よ
こ
の
恐
竜
、
し
ゃ
べ
る
し

、
あ
、
あ
の
怪

獣
と
一
緒
じ
ゃ
な
い
の!?

や
め
て
よ
！
」

剛

弘
「
美
枝
」

タ
カ
ト
「
あ
、
あ
の
、
聞
い
て
。
僕
達
、
明
日
か
ら
旅
に
出
る
ん
だ
」

美

枝
「
聞
き
た
く
な
い
！

や
め
て
！
」

剛

弘
「
（
静
か
に
、
厳
し
く
）
美
枝
。
タ
カ
ト
の
話
を
聞
こ
う
」

美

枝
「
…
…
（
既
に
予
感
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
涙
を
こ
ぼ
し
て
い
る
）
」

タ
カ
ト
「
こ
の
世
界
に
現
れ
た
デ
ジ
モ
ン
は
、
こ
の
ギ
ル
モ
ン
だ
け
じ
ゃ
な

い
ん
だ
。
友
達
の
ジ
ェ
ン
や
留
姫
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
パ
ー
ト
ナ
ー

が
い
る
ん
だ
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
ク
ル
モ
ン
て
い
う
、

可
愛
い
デ
ジ
モ
ン
が
い
た
。
ク
ル
モ
ン
は
、
ち
っ
ち
ゃ
い
子
ど
も

み
た
い
な
ん
だ
け
ど
、
で
も
、
何
か
と
て
つ
も
な
い
力
を
持
っ
て

い
る
。
そ
の
力
を
狙
っ
て
、
強
く
て
悪
い
デ
ジ
モ
ン
が
現
れ
て
、

駅
の
向
こ
う
側
と
か
を
目
茶
苦
茶
に
し
ち
ゃ
っ
た
」

黙
っ
て
聞
い
て
い
る
両
親
。

タ
カ
ト
「
ク
ル
モ
ン
は
、
そ
の
悪
い
デ
ジ
モ
ン
に
さ
ら
わ
れ
て
、
違
う
世
界

に
行
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。
そ
う
、
デ
ジ
モ
ン
た
ち
が
い
る
世
界
。

デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
、
っ
て
い
う
…
…
」

美

枝
「

何
で

、
何
で
タ
カ
ト
が
行
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
」

タ
カ
ト
「

行
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
っ
て
い
う
理
由
は

、
ク
ル
モ

ン
は
僕
の
友
達
で
助
け
た
い
っ
て
い
う
事
。
そ
れ
に
、
ク
ル
モ
ン

が
さ
ら
わ
れ
た
ら
、
ま
た
ど
ん
な
酷
い
事
が
起
こ
る
か
判
ら
な
い
。

だ
か
ら

な
ん
、
だ
け
ど
…
…
、
で
も

」

剛

弘
「
…
…
」

タ
カ
ト
「
本
当
は
、
僕
、
行
き
た
い
ん
だ
。
行
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
じ
ゃ

な
く
っ
て
、
僕
、
行
き
た
い
ん
だ
よ
、
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
に
」

美

枝
「
（
愕
然
）
」

タ
カ
ト
「

明
日
の
朝
早
く
、
み
ん
な
と
一
緒
に
、
僕
、
出
発
す
る
。
だ

か
ら
、
パ
ン
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
い
き
た
い
。
向
こ
う
に
食
べ
物

が
あ
る
か
ど
う
か
も
判
ら
な
い
か
ら
」

美

枝
「
あ
ん
た
何
言
っ
て
ん
の
か
判
っ
て
る
の!?

」

タ
カ
ト
「

行
か
せ
て
、
く
だ
さ
い
」

美

枝
「
ふ
ざ
け
な
い
で
よ
！

学
校
だ
っ
て
あ
る
し
、
そ
ん
な
子
ど
も
だ
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け
で

」

剛

弘
「
美
枝
」

美

枝
「
何
よ!

?

」

剛

弘
「
行
か
せ
て
、
や
ろ
う
よ
」

美

枝
「
（
信
じ
ら
れ
な
い
と
剛
弘
を
見
つ
め
る
）
」

剛

弘
「
俺
も
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
タ
カ
ト
が
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か

は
判
ら
な
い
。
だ
け
ど

、
タ
カ
ト
は
真
剣
だ
ぜ
。
こ
ん
な
真

剣
な
顔
、
俺
は
初
め
て
見
た
」

美

枝
「
だ
っ
て

ま
だ
十
歳
な
の
よ
…
…
？
」

剛

弘
「
（
微
笑
）
昔
な
ら
、
立
派
に
旅
が
出
来
る
歳
だ
」

剛
弘
、
ギ
ル
モ
ン
の
前
に
。

ギ
ル
モ
ン
「

タ
カ
ト
の
お
父
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
」

剛

弘
「
そ
う
か
、
君
が
ギ
ル
モ
ン
か
…
…
。
タ
カ
ト
の
友
達
が
な
、
ギ
ル

モ
ン
の
パ
ン
を
作
れ
っ
て
言
っ
て
た
ん
だ
よ
」

ギ
ル
モ
ン
「
わ
あ
、
ギ
ル
モ
ン
の
パ
ン
？

楽
し
い
ね
」

剛

弘
「
う
ん
、
楽
し
い
。
今
度
作
る

。
（
タ
カ
ト
を
ち
ら
と
見
て
）

た
か

」

剛
弘
、
さ
っ
と
背
を
向
け
る
。

タ
カ
ト
「
お
父
さ
ん
…
…
」

剛

弘
「

（
嗚
咽
を
隠
し
）
絶
対
に
、
帰
っ
て
来
い
よ
な
。
親
不
孝
、

す
ん
な
よ
、
な
…
…
」

美

枝
「
（
い
や
よ
、
と
首
を
振
っ
て
い
る
）
」

タ
カ
ト
「
心
配
か
け
て
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
で
も
、
僕
た
ち
、
絶
対
元
気
に

帰
っ
て
く
る
か
ら
」

美
枝
、
タ
カ
ト
の
前
に
さ
っ
と
駆
け
寄
る
。

叩
か
れ
る
の
か
、
と
一
瞬
思
う
タ
カ
ト
。

美
枝
、
タ
カ
ト
を
力
の
限
り
、
抱
き
し
め
る
。

声
を
上
げ
て
泣
く
美
枝
。

心
の
中
で
謝
る
タ
カ
ト
。

○
ジ
ェ
ン
の
部
屋

椅
子
に
座
っ
た
ジ
ェ
ン
の
前
に
、
ち
ょ
こ
ん
と
立
つ
小
春
。

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
、
じ
っ
と
し
て
い
る
テ
リ
ア
モ
ン
。
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ジ
ェ
ン
「

僕
は
明
日
か
ら
、
旅
行
に
行
く
ん
だ
、
小
春
」

小

春
「
い
い
な
ー
、
旅
行
い
い
な
ー
。
誰
と
行
く
の
？

お
友
達
？
」

ジ
ェ
ン
「
う
ん
。
そ
れ
と

、
テ
リ
ア
モ
ン
も
」

小

春
「
テ
リ
ア
モ
ン
？
」

小
春
、
テ
リ
ア
モ
ン
を
見
つ
め
る
。

テ
リ
ア
モ
ン
、
ち
ょ
っ
と
首
を
傾
が
せ
、
ニ
ッ
コ
リ
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
ぼ
く
、
小
春
と
遊
ぶ
の
、
結
構
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
で
も
ち

ょ
っ
と
面
白
か
っ
た
な
ー
。
だ
か
ら
、
寂
し
い
け
ど
…
…
」

小
春
、
テ
リ
ア
モ
ン
を
た
だ
凝
視
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
お
父
さ
ん
達
に
は
言
わ
な
く
て
い
い
の
？

ジ
ェ
ン
」

ジ
ェ
ン
「
さ
っ
き
メ
ー
ル
を
書
い
た
。
お
父
さ
ん
は
絶
対
僕
を
止
め
る
だ
ろ

う
か
ら
ね
」

小

春
「
テ
リ
ア
、
モ
ン
…
…
」

テ
リ
ア
モ
ン
、
小
春
を
見
上
げ
る
。

小
春
、
テ
リ
ア
モ
ン
を
ぎ
ゅ
う
う
う
っ
と
抱
き
し
め
る
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
（
苦
し
そ
う
）
ジ
ェ
ー
ン
」

小

春
「
テ
リ
ア
モ
ン
！

テ
リ
ア
モ
ー
ン
！
」

ジ
ェ
ン
「

黙
っ
て
て
御
免
、
小
春
」

小

春
「
（
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
微
笑
み
）
う
う
ん
！
」

と
、
テ
リ
ア
モ
ン
の
耳
を
引
っ
張
っ
て
ジ
ェ
ン
に
向
け
る
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
ふ
に
ー
…
…
」

○
留
姫
の
家
／
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン

ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
い
る
ル
ミ
子
。
や
や
酔
っ
て
い
る
。

ル
ミ
子
「
？
」
廊
下
か
ら
、
姿
を
見
せ
る
留
姫
。
髪
を
下
ろ
し
、
少
女
ら
し

い
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着
て
い
る
。

ル
ミ
子
「

留
姫
ち
ゃ
ん
」

留

姫
「
着
て
み
た
。
似
合
う
、
か
な
」

ル
ミ
子
「
や
っ
ぱ
り
似
合
う
よ
。
だ
っ
て
あ
た
し
の
娘
だ
も
ん
」

留

姫
「

（
微
笑
）
」

黙
っ
て
見
つ
め
合
う
二
人
。
思
い
は
別
々
。

ル
ミ
子
「
留
姫
、
着
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
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留

姫
「

ご
め
ん
」

留
姫
、
表
情
を
消
し
て
去
っ
て
い
く
。

ル
ミ
子
は
微
笑
ん
で
見
送
っ
て
い
る
。

○
西
新
宿

夜
が
更
け

、
朝
の
青
い
空
に

○
中
央
公
園

集
ま
っ
て
く
る
ヒ
ロ
カ
ズ
、
ケ
ン
タ
、
樹
莉
と
レ
オ
モ
ン
。

そ
れ
ぞ
れ
遠
足
時
の
様
に
リ
ュ
ッ
ク
や
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
装
備
。

ヒ
ロ
カ
ズ
「
お
ー
、
加
藤
お
は
よ
う
！
」

樹

莉
「
お
は
よ
ー
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
へ
へ
っ
、
俺
さ
ー
、
学
校
の
行
事
だ
っ
て
誤
魔
化
し
て
き
た
」

ケ
ン
タ
「
俺
、
言
え
な
か
っ
た
。
ま
、
い
い
や
手
紙
書
い
た
し
。
加
藤
は
？
」

樹

莉
「
（
俯
き
）
う
ん
…
…
、
あ
た
し
は
、
レ
モ
オ
ン
と
一
緒
だ
か
ら
」

レ
オ
モ
ン
「

樹
莉
の
親
を
驚
か
せ
て
し
ま
っ
た
。
す
ま
な
い
」

樹

莉
「
（
元
気
に
）
う
う
ん
。
あ
、
み
ん
な
あ
っ
ち
に
い
る
よ
！
」

○
ギ
ル
モ
ン
ホ
ー
ム
前

ジ
ェ
ン
と
テ
リ
ア
モ
ン
、
留
姫
と
レ
ナ
モ
ン
も
既
に
集
ま
っ

て
い
た
。
樹
莉
達
が
来
る
の
を
見
て

留

姫
「
あ
、
来
た
。
タ
カ
ト
は
？
」

ギ
ル
モ
ン
「
ん
ー
？

お
か
し
い
な
、
さ
っ
き
ま
で
い
た
の
に
」

タ
カ
ト
「
（
オ
フ
）
み
ん
な
集
ま
っ
た
ー
っ
？
」

注
視
す
る
一
同
。

タ
カ
ト
、
手
製
の
旗
を
持
っ
て
走
っ
て
き
た
。

ヒ
ロ
カ
ズ
「
お
っ
、
テ
イ
マ
ー
ズ
の
旗
じ
ゃ
ん
。
盛
り
上
が
っ
て
き
た
ね
」

ジ
ェ
ン
「
じ
ゃ
あ
、
出
発
し
よ
う
か
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
お
っ
お
ー
」

留

姫
「
！

ジ
ェ
ン
、
タ
カ
ト
！
」

警
戒
し
た
留
姫
の
声
の
方
に
見
る
タ
カ
ト
ら
。
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ジ
ェ
ン
「
あ
な
た
は

」

タ
イ
無
し
シ
ャ
ツ
姿
の
山
木
、
立
っ
て
い
た
。

山

木
「
や
っ
ぱ
り
、
君
た
ち
は
出
発
す
る
ん
だ
な
」

ジ
ェ
ン
「

止
め
る
ん
で
す
か
」

山

木
「

止
め
た
っ
て
行
く
ん
だ
ろ
？
」

タ
カ
ト
「
（
強
く
）
行
く
」

山
木
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
初
め
て
取
る
。
意
外
に
童
顔
。

山

木
「

本
音
を
言
お
う
か
」

タ
カ
ト
「
…
…
？
」

山

木
「
俺
は
、
君
た
ち
が
羨
ま
し
い
よ
…
…
」

タ
カ
ト
「

」山
木
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
らP

a
l
m

機
を
出
し
て
タ
カ
ト
に
渡
す
。

山

木
「
向
こ
う
で
使
え
る
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
。
だ
が
、
一
応
通
信

手
段
は
持
っ
て
い
た
方
が
い
い
」

タ
カ
ト
「

（
に
っ
こ
り
と
）
あ
り
が
と
う
」

山

木
「
（
ギ
ル
モ
ン
を
見
つ
め
）

ホ
ン
ト
、
羨
ま
し
い
ぜ
…
…
」

山
木
、
去
っ
て
い
く
。

ヒ
ロ
カ
ズ
「
お
ー
し
！

デ
ジ
モ
ン
テ
イ
マ
ー
ズ
、
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド

に
出
発
だ
ぁ
！
」

ギ
ル
モ
ン
ホ
ー
ム
の
縦
穴
に
入
り

横
穴
を
進
ん
で
い
く
子
ど
も
達
。

そ
の
奥
に
は

、
�
ゾ
ー
ン
�

タ
カ
ト
達
、
ゴ
ー
グ
ル
や
サ
ン
グ
ラ
ス
を
し
て
、
中
へ
入
っ

て
い
く
。

Ｎ

「
夏
の
終
わ
り
に
、
タ
カ
ト
た
ち
テ
イ
マ
ー
ズ
は
、
未
知
な
る
世
界
、

デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
に
旅
立
っ
て
行
っ
た
。
ど
ん
な
冒
険
が

タ
カ
ト
を
待
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
誰
に
も
判
ら
な
い

」

以
下
次
回
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